
グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成27年度全国平均

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。
※　平成23年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

経営比較分析表
埼玉県　白岡市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

2,088.08 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
) 処理区域内人口密度(人/km

2
)

法非適用 下水道事業 公共下水道 Bc2 52,035 24.92

－

- 該当数値なし 65.85 89.87 2,032 34,334 4.78 7,182.85 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①収益的収支比率
　Ｈ23年度からＨ24年度までは総収益の増加に伴い、収益的収支比
率は年々増加傾向にあったが、Ｈ25年度から下水道施設の更新に伴
う費用の増加により、収益的収支比率は減少した。今後、改築更新
等の費用が増加する見込みであるが、資本的支出による事業として
実施することから、収益的収支については、単年度の収支は赤字で
あるものの、比率は、Ｈ24年度水準以上になる見込みであり、徐々
に増加するものと考えられる。なお、平成27年度において、下水道
使用料改定を実施したことに伴い、収益的収支比率が増加したもの
と考えている。
④企業債残高対事業規模比率
　類似団体平均値と比較して、高い水準となっているが、これは当
市がこれまでに公共下水道整備を積極的に実施してきたことにより
企業債残高が多くなっていることと、使用料水準が類似団体よりも
低いためと考えられる。年々債務残高は減少傾向にあるが、今後改
築更新等の費用が増加する見込みも考えられることから、債務残高
は増加すると考えられる。そのため、定期的な料金設定の見直しを
実施する必要があると考える。
⑤経費回収率
　汚水処理に係る費用を使用料で賄われていないが、微増ではあり
年々上昇傾向にある。しかしながら、類似団体平均値よりも低い水
準となっている。今後改築更新等が見込まれ、汚水処理費の増加が
予想されるため、更新費用等に充てる財源を確保しつつ、適正な使
用料水準の確保が必要と考える。
⑥汚水処理原価
　毎年150円台をキープしており、安定した汚水処理コストを維持し
ている。また、類似団体平均値と比較しても、比較的安価な汚水処
理コストを実現している。しかし、今後改築更新等が見込まれ、汚
水処理費の増加が予想されるため、水洗化率を向上させ有収水量を
増加させる取組が必要であると考える。
⑧水洗化率
　平成24年度からは面整備が無いため、上昇傾向にある。また、類
似団体平均値よりも高い数値となっているが、今後も水洗化率の向
上に努める必要があると考える。

「単年度の収支」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

2. 老朽化の状況について

　当市における老朽化の状況については、法定耐用
年数を超えた管渠がないことから、管渠老朽化率及
び管渠改善率は数値化されていない。
　しかし、今後、法定耐用年数に到達する管渠があ
ることから、改築等の財源の確保や経営に与える影
響等を踏まえて、経営改善の実施や投資計画等の見
直しを行う必要がある。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

全体総括

　汚水処理費を下水道使用料で賄える料金設定となって
いないことから、現状、基準外繰入金を受け入れること
により不足額を補填している状況である。当該状況を是
正すべく、平成27年度に料金改定を実施し、一定程度の
改善が見込まれるものの依然として経費回収率は低く、
不足額を補填する状況の解消には至らない見込みであ
る。今後改築更新等が見込まれ、汚水処理費の増加が予
想されることから、更新費用等に充てる財源を確保しつ
つ、適正な使用料水準の確保に努めなければならない。
そのためには、水洗化率を向上させ、使用料収入を増加
させることにより、収益的収支比率、企業債残高対事業
規模比率、経費回収率及び汚水処理原価がよりよい水準
となり、経営の改善が図られる。
　よって、水洗化率を上昇させるための更なる効果的な
対策を実施するとともに、定期的な料金設定の見直しを
実行する必要がある。「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」
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①収益的収支比率(％) 
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％) 

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％) 

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％) 

      【763.62】 

【94.73】 【60.01】 【139.70】 【98.53】 

    【0.23】 
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